








研究目的 

 胎児の発育状態を正しく把握し,子宮内発育遅児を早期に適確に診断するために超音波

断層法による胎児の子宮内発育曲線を作成し,これによって胎児発育障害の診断を行った。

昨年度胎児腹部前後径測定による胎児発育曲線を報告したが,今回は胎児腹部前後径の測

定により出生体重の推定を行い,実際の出生体重との external check を行った。 


